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	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２６年７月３０日（水）１５：００～１７：３０
大阪府西大阪治水事務所１階ＡＢ会議室

	意見記入用紙に書かれた意見
（中村氏）
（意見）

今後の審議会において度々意見を述べてますように、三大水門の開閉と他の水門の開閉を分けて行って頂きたい。
今回防潮堤の嵩上げを検討するにあたっては、まず、木津川水門近辺の水深が－2.4mと浅い状態でシミュレーションがなされているが、これを単純河床勾配で浚渫した時はどうか、他の浚渫をした時はどうなるか早くシミュレーションを行うべきです。また橋梁の嵩上げは副水門が１５ｍで洪水対応できるのであれば、橋台を５～６ｍ張り出せば20～30cmの防潮堤の嵩上げは可能であり、嵩上げ方法と様々検討するべきです。（洪水水位より下は杭構造）
新しい水門の設置を考える時は、これもたびたび発言していますが、人災を引き起こすことを再認識して頂きたい。人口４万人の釜石市沖の防波堤は１２００億円かかりましたが、すでに復旧に着手しています。大阪港にも港湾防波堤の計画があり、これを延長して整備されれば、梅田の浸水深さも小さくなりより安全な街となります。三大水門の閉鎖を行わない津波対策を立案して頂くよう切に要望します。
〈質問〉

1． 今回の審議会の資料はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

2． 今回の審議の内容はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他



